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 ○困っているロベーヌに対するジョルジュじいさんの心温かな行動からどんな思いを感じ

たかを話し合う活動を通して，誰に対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切

にしようとする心情を育てる。 

 

 

（１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

   相手に対して思いやりの心をもって接することは，よりよい人間関係を築く上で不可欠である。

思いやりとは，相手の気持ちや立場を自分のこととして推し量り，相手に対してよかれと思う気持

ちを向けることである。励ましたり援助したりすることや，時には相手のことを考えて温かく見守

ることも親切な行為としての表れである。道徳の時間における思いやり親切にする対象としては，

低学年では幼い人や高齢者・友達などの「身近にいる人」，中学年では「相手」，そして，高学年で

は「誰に対しても」と広がっていく。高学年では特に，相手の立場に立つことを強調する必要があ

り，自分自身が相手に対してどのように接し，対処することが相手にためになるのかをよく考えた

言動が求められる。 

 

（２）児童生徒のこれまでの学習状況や実態と教師の願い 

   本学級の児童は，・・・・・（中略）・・・・・様々な場面や状況の中で，どうすることが相手の

ためになるのかを判断し，誰に対しても思いやりの心を持ち，親切にすることの大切さに気付かせ

ていきたい。 

 

（３）使用する教材の特徴や取り上げた意図及び具体的な活用方法 

本資料は、主人公のロベーヌが守衛のジョルジュじいさんからの最後の手紙を読み，初めて自分

への温かい思いやりに気付く。自分のことしか考えていなかったロベーヌが，相手を思いやること

の大切さに気付き，人を思いやる生き方をしようとする姿から，相手の立場に立ってについて考え

ることができる資料である。本資料の活用に当たっては，ロベーヌの生き方や考え方に大きな影響

をあたえることになるジョルジュの思いや考えについて十分に話し合わせたい。そして，ジョルジ

ュからの温かい思いやりに気付くロベーヌの思いを想像させることで，相手の立場に立って親切に

することについて考えさせるようにし，本校の研究主題である「自己の生き方を見つめる児童の育

成～道徳科の研究を通して～」にせまりたい。 

 学習活動 主な発問と予想される児童の反応 指導上の留意点 

 発問の工夫 

 板書の工夫 

教材名：「最後のおくり物」〈私たちの道徳 小学校５・６年 文部科学省〉 

主題名：相手の立場に立って 【親切，思いやり】高B－（７） 

 

実践のPOINT 

１ ねらい 

２ 主題設定の理由 

小学校第６学年２組 



 

○準備物  アンケート・ワークシート・私たちの道徳 

 

 

 ◎中心発問 ※評価の視点 

導
入 

１自分たちが考える「思

いやり」について確認

する。 

○みんなが考えている「思いやり」とはどの

ようなものだろう。 

 ・困ったときに助けること。 

 ・相手の気持ちを考えること。 

・事前のアンケート

結果を紹介する。 

 

展
開 

２資料「最後のおくりも

の」を読んで話し合う。 

 

（１）「思いやり」を感じ

た部分について話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ジョルジュじいさ

んの行動から，どん

な思いを感じたか話

し合う。 

○どんなところに「思いやり」を感じました

か。 

[ジョルジュじいさん] 

 ・ロベーヌを追い払わなかったところ。 

 ・ロベーヌにこっそりお金を渡していたと

ころ。 

 ・ロベーヌのために無理して働いていたと

ころ。 

 ・「借りたと思ったらいい。」と言ってロベ

ーヌを安心させたところ。 

 ・「ちっとも苦しくない。」とロベーヌに心

配させないようにしているところ。 

[ロベーヌ] 

 ・身内のいないジョルジュじいさんのため

に「息子なんです。」といったところ。 

 ・ジョルジュじいさんの看病をしたとこ

ろ。 

◎どうしてジョルジュじいさんは見ず知ら

ずのロベーヌに対してこんなことができ

たのだろう。 

  

 

 

 

 

 

・「誰からかわかるよ

うに，お金を手渡

しした方がよかっ

たのではない？」 

・「ジョルジュじいさ

んの付き添いをし

ていたら，夢を叶

えられなくなるか

もしれないよ。」 

 

 

 

 

・個人→ペア→全体 

 

 

「知らない人に対し

てこんなことがで

きるだろうか。」 

終
末 

３考えたこと，感じたこ

とをまとめる。 

○伝えた思いやり，受け止めた思いやりをふ

り返ろう。 

・今までの自分，こ

れからの自分と照

らし合わせて考え

られるようにす

る。 

・「わたしたちの道

徳」P6２を活用す

る。 

３ 学習指導過程 

補助発問 

補助発問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

体験的活動や他教科等との関連 

道徳 

[親切，思いやり] 

「最後のおくり物」 

（私たちの道徳） 

道徳 

[家族愛，家庭生活の充実] 

「おばあちゃんの心」 

（６年生の道徳） 

特別活動 

（児童会活動） 

縦割り班での下

級生への指導 

特別活動 

（学校行事） 

1 年生の歓迎遠足

への取り組み 

道徳 

[友情，信頼] 

「共にいきるために」 

（６年生の道徳） 
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く
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・
付
き
添
う
た
め
に
仕
事
を
休
ん
だ
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・「
息
子
な
ん
で
す
。」 

     
テ
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マ
「 
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思いやり 

（アンケート） 

お
じ
い
さ
ん 

ロ
ベ
ー
ヌ 

・
最
後
ま
で
ロ
ベ
ー
ヌ
を
気
遣
う
。 

・
ロ
ベ
ー
ヌ
の
た
め
に
働
き
続
け
た
。 

・
最
後
ま
で
励
ま
し
た
。 

・
身
内
で
も
な
い
知
ら
な
い
相
手
を

自
分
よ
り
大
切
に
す
る
。 

・
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
陰
で
支
え
続

け
た
。 

思いやりの形 


